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τlle a加 of吐lIsstudy is to examine the adolescents' sense of loneliness conce凶ngthe r巴lationshipsto 
the following four factors; depression， coping， optimism and social support. 
百ledefinition of loneliness is adopted企omOchiai (1983)， which is 'Adolescents feelloneliness when 
it is di伍cultto be intimate with others. The feeling of loneliness changes when one notices that 
human is a speci五cbeing and a u且iqueexistence.' 
235 university students and graduate students (age:20.03土1.96)answered questionnaires. Participants 
were divided into 4 loneliness p甜ernsand the links between eachザpeand 4 variables wer巴analyzedby 
analysis-of-variation. 
It is revealed that feeling more loneliness than others involves deeper depression， passive coping strat-
egy，l巴soptimistic p副ernsand less social support. 


































る"としている。またPeplau& Perlman (1982) は“孤独感とは、個人の社会的ネットワー
クに量的であれ質的であれ、重大な欠損が生じた時に生起する不快な体験である"と述べてい
る。 Beck& Young (1978)によると、孤独感は、数年にわたる社会的関係の不全に由来す
る「慢性的孤独感」、大学入試や特定の他者との別離などの状況的変化にともなう「状況的孤
独感」、他者との接触により容易に消失する一時的気分である「一過的孤独感」という 3つに





























































Brage， Campbell-Grossman & Dunkel (1995)はアメリカ中西部の青年156名に質問紙調査
をした結果、孤独感と抑うつが高い正の相関関係にあることを報告している。さらに、回帰分
析によって、孤独感・自尊心・年齢の 3変数が抑うつ傾向を予測で・きることも指摘されており、
同様のことがBrage& Meredith (1994)、Wang，Ren， & Zhao (2000)にも報告されているo







知的または行動的努力の過程をさす。 Folkman& Lazarus (1980)によるとコーピングは積
極的コーピングと、消極的コーピングに分けられる。積極的コーピングはさらに「問題焦点型
コーピング」と r'情動焦点型コーピング」の二つに分けられる。























じることができるときその情報をソーシャノレ・サポートと定義している。 Culp，Clyman， & 
Culp (1995)は 220人の学生に質問紙調査をした結果、ソーシャル・サポートは孤独感と高
い正の相闘があり、抑うつ傾向のある若者のうち 49%はソージヤノレ・サポートを求めず、 68%
は自分の問題は自分で解決すべきと考えていることを報告している。 Brage，et al. (1995)は
孤独感が家族の幹や母娘聞のコミュニケージョンなどのソージャル・サポートと負の相闘があ
ることを指摘した。また Cheng& Furnham (2002)はソ一三ノヤノレ・サポートがあると孤独感
を意識しにくいと指摘している。このようにソージャノレ・サポートの有無と孤独感とは非常に














護するために無記名式を採用した。本調査は 2003年 6月から 7月の期間に実施した。回収さ
れた回答のうち、欠損値のある対象者を除き、 235名を分析対象とした(有効回答率=91.4%)。
分析対象者の平均年齢は 20.03歳 (8D=1.9のであり、男性 143名 (60.9%)、女性 92名
(39.1%)であった。
2.測度











2・2.CES-D (Radlo仔I 1977;日本語版島・鹿野・北村・浅井I 1985) 
20項目からなるうつ病(抑うつ状態〉スクリーニング用の自己評価尺度であり、一週間の体
や心の状態について 4件法 (A:この 1週間で全くないか、あったとしても l日も続かない場
合、 B: 週のうち 1~2 目、 C: 週のうち 3~4 目、 D: 週のうち 5 日以上〉で回答を求める。
得点、によって判定祉、正常対照群または気分障害群のいずれかに判定できる。なお、この尺度
のα係数は 0.79である。
2-3.コーピング尺度 (尾関・津田・原口I 1991) 
14項目からなる尺度であり、現在、最もストレスを感じていることに対してどのような態度










2-4.改訂版楽観性尺度 (RevisedLife Orientation Test、以下“改訂版 LOT";坂本・田中，2002)
楽観性・悲観性を測定する項目が3つず、つ、フィラー 4項目の合計 10項目からなる尺度で
あり、 5件法 (1:強くそう恩わない、 2:あまりそう思わなし¥3:どちらでもない、 4: 





2-5.ソーシャル・サポート尺度 (浦・南・稲葉I 1989 ) 
10項目からなる尺度で、知覚されたサポートは「評価的サポート」、「所属的サポートム「実
態的サポート」のそれぞれについて 3項目、「自己尊重サポート」について 1項目の計四項目


















が見られ (F(2，228) =19.4)、A型、 D型は C型よりも低かった。
2-2.コーピング方略
それぞれのコーピング方略の得点と孤独感各類型による、分散分析を行った。その結果、積






表 1 LSO類型による分散分析の結果 (N=231) 
A C D 
〔N=62J倒=28) (N=141) F値
平均 (SD)平均 (SD)平均 (SD)
CES-D 14.8(8.3) 27.1(9.0) 16.5(9.4) 19.4 * a) 
コーピング(問題焦点型) 6.8(3.1) 5.7(2勾 6.9(2.7) 1.9 
コーピング(情動黒点型) 5.1(2.3) 2.9(2.1) 4.8(2.4) 9.9申b)
コーピング(回避。逃遇盟) 7.8(3.9) 8.4(4.2) 8.4(3.勾 0.6 
楽観傾向 1ス3.の -4.2(3.3) 1.1β.9) 27.2本 c)
ソーシャル・サポート 20.9σ.3) 11.0(6.勾 19.2(5.5) 26.4申d)
*pく.05















U E CES心 間帯己丘詳点情動三正詳点回避己伴正遊楽観'凶因子 因子
'" E因子 "・39
和ド * CES-D -.42 .19 
問患集者、型 .26 -.04 .ー06
和お ホ* 蜘都
情動焦点型 37 .ー日1 .ー21 .39 
ホ '" 回避。逃避型 .ー日B .12 .14 へ14 .11 
坤吋4 対ド 物取 和ド 功。μ
美智也 49 ヘ13 .ー43 .18 .3 .09 
ソー シャル・ 坤叫毛 ホ* * 湘併 持咋 神吋4
サポート 52 .ー19 -.3日 .37 .43 "・02 50 


















































述べている。これを考慮すると C型は悲観傾向があるとは言えないが、少なくとも A型、 D
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